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町内３保育所の満了式が３月 27 日、そ
れぞれ行われ、福田保育所 13 名、新地
保育所 24 名、駒ケ嶺保育所 18 名が満了
を迎えました。
子どもたちは希望に満ちあふれた表情
で、満了証書を受け取りました。

希望の花が咲いた春
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―
―
新
地
町
の
復
興
の
た
め
に
―
―

新
地
町
復
興
応
援
隊

　

福
島
県
か
ら
新
地
町
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
新
地
町
復
興
応
援

隊
（
福
島
県
復
興
支
援
員
）
で
は
、新
地
町
の
復
興
の
た
め
に
、

被
災
地
視
察
等
の
受
入
れ
、
町
内
外
に
向
け
た
新
地
の
魅
力
や

取
組
み
の
発
信
、
自
治
会
や
グ
ル
ー
プ
・
団
体
が
行
う
行
事
や

地
域
活
動
の
お
手
伝
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
活
動
や
、
今
後
の
予
定
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

被
災
地
視
察
を
受
け
入
れ

　

常
磐
自
動
車
道
が
全
線
開
通

し
、
観
光
や
被
災
地
視
察
な
ど

に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大
に
期

待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

新
地
町
復
興
応
援
隊
で
は
、

全
国
か
ら
の
被
災
地
視
察
を
受

け
入
れ
て
い
ま
す
。

　

隊
員
は
、
新
地
町
小
川
地
区

出
身
の
東
博
之
さ
ん
、
山
口
県

出
身
の
橋
森
公
亮
さ
ん
、
石
川

県
出
身
の
蓮
本
浩
介
さ
ん
の
３

人
で
、
事
務
所
は
、
菅
野
医
院

東
側
の
仮
設
店
舗
内
で
す
。

　

被
災
地
視
察
の
受
け
入
れ
業

務
は
昨
年
５
月
に
開
始
し
ま
し

た
。
先
月
中
旬
ま
で
の
被
災
地

視
察
数
は
27
件
で
、
全
国
か
ら

４
６
０
人
以
上
の
方
が
、
新
地

町
を
訪
れ
ま
し
た
。
被
災
地
視

察
に
訪
れ
る
団
体
等
は
、
大
学

や
研
究
機
関
、社
会
福
祉
団
体
、

商
工
団
体
そ
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
等
で
す
。

語
り
部
を
募
集
中

　

復
興
応
援
隊
の
被
災
地
受
入

業
務
は
、
①
被
災
地
視
察
を
希

望
す
る
団
体
等
の
受
付
か
ら
始

ま
り
、
②
日
程
の
調
整
、
③
視

察
コ
ー
ス
の
紹
介
、
④
語
り
部

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
⑤
お
出
迎

え
、
⑥
被
災
地
ガ
イ
ド
、
⑦
お

土
産
の
紹
介
、
そ
し
て
⑧
お
見

送
り
ま
で
と
、
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
。

　

も
っ
と
多
く
の
方
に
新
地
町

を
訪
れ
、
震
災
・
復
興
の
現
状

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
復
興

応
援
隊
で
は
、
震
災
時
の
体
験

や
、
そ
の
後
の
復
興
な
ど
に
つ

い
て
話
し
て
頂
け
る
方
々
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
被
災
地
視
察

を
担
当
し
て
い
る
東
さ
ん
は
、

「
震
災
の
教
訓
を
風
化
さ
せ
な

い
た
め
に
も
、
体
験
し
た
こ
と

を
、
自
分
の
言
葉
で
多
く
の
人

に
話
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て

い
ま
す
。

　

お
申
し
込
み
は
、
新
地
町
復

興
応
援
隊
事
務
局
（
☎
０
８
０

―
２
８
３
２
―
４
３
３
９
）
ま

で
。

新
地
町
を
Ｐ
Ｒ

　

こ
れ
ま
で
新
地
町
の
季
節
ご

と
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
イ
ベ
ン

ト
の
様
子
な
ど
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
を
利
用
し
て
町
内
外
に

発
信
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
度

か
ら
は
、
更
に
見
や
す
く
多
く

の
情
報
を
発
信
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
、ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト「
新

地
町
ノ
ー
ト
」
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
新
し
い
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
は
、「
人
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
、
町
内
の
お
店
や
事
業
所
の

紹
介
、
町
の
歴
史
や
文
化
な
ど

を
掲
載
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
新
地
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る

た
め
、
福
島
原
子
力
事
故
影
響

対
策
特
別
交
付
金
事
業
で
、
町

内
の
観
光
情
報
が
イ
ラ
ス
ト
で

分
か
り
や
す
く
描
か
れ
た
ガ
イ
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ド
マ
ッ
プ
や
、
気
軽
に
普
段
使

い
で
き
る
復
興
応
援
グ
ッ
ズ
と

し
て
エ
コ
バ
ッ
グ
の
作
成
を
行

い
ま
し
た
。（
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

は
全
戸
配
布
予
定
）

震
災
と
復
興
の

　

パ
ネ
ル
を
展
示

　

復
興
応
援
隊
で
は
、
震
災
と

復
興
の
パ
ネ
ル
展
示
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

パ
ネ
ル
展
示
は
、
新
地
町
役

場
４
階
展
望
ロ
ビ
ー
で
実
施
し

ま
す
。
海
岸
部
の
復
興
事
業
も

一
望
で
き
ま
す
。
パ
ネ
ル
展
示

は
、
ど
な
た
で
も
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

　

な
お
、
展
望
ロ
ビ
ー
の
利
用

　福島県復興支援員は、地域の復興やまちづくり
を住民のみなさんとともに進めるため、福島県が
配置しています。
　新地町では、ＮＰＯ法人みらいとが受入先となっ
て、「新地町復興応援隊」を愛称に活動しています。
　みなさんと一緒になって、「住み続けたいまち」

「子や孫に残したい新地」を目標に、協働のまちづ
くりに努めてまいります。

復興応援隊事務所：新地町谷地小屋萩崎 74 ｰ１

連絡先：fukkou@miraito.info
http://shinchi-note.com/

新地町ノート

～魅力・情報発信サイト～

時
間
、
注
意
点
等
は
次
の
と
お

り
で
す
。

○
パ
ネ
ル
展
示
に
つ
い
て

場
所

新
地
町
役
場
４
階
展
望
ロ
ビ
ー

期
間

４
月
10
日
～
（
３
か
月
間
）

時
間　

９
時
～
17
時

そ
の
他

・
役
場
１
階
東
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
土
・
日
・
祝
日
も
入
室
で
き

ま
す
。（
そ
の
際
は
、
日
直
に

お
声
か
け
く
だ
さ
い
。
お
名
前

等
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。）

町
民
の
応
援
も
！

　

町
民
の
方
で
地
域
行
事
や
地

域
の
支
え
合
い
活
動
な
ど
、
事

業
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
す
る
方

な
ど
の
お
手
伝
い
も
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
町
民
同
士
の
交

流
の
場
づ
く
り
と
し
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
を
計
画

中
で
す
の
で
お
気
軽
に
事
務
所

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◀
役
場
４
Ｆ
パ
ネ
ル
展
示

▲復興応援グッズ（エコバッグ）▲新地町観光ガイドマップ
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平
成
27
年
度
予
算
は
、
国
の

集
中
復
興
期
間
の
最
終
年
度
と

な
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、
被

災
市
街
地
復
興
土
地
区
画
整
理

事
業
、
津
波
復
興
拠
点
整
備
事

業
及
び
防
災
緑
地
公
園
事
業
の

整
備
な
ど
、
震
災
か
ら
の
復

旧
・
復
興
関
連
の
事
業
に
重
点

配
分
し
た
予
算
編
成
を
行
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、「
新
地
町
復
興
計
画
」

の
基
本
理
念
に
則
り
、「
若
者

が
定
着
で
き
る
あ
た
ら
し
い
ま

ち
づ
く
り
」「
地
域
産
業
の
復

興
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

「
家
族
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」
な
ど

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
施

策
に
積
極
的
に
配
分
し
た
予
算

と
し
ま
し
た
。

　一般会計の歳入予算は 185 億 7,000

万円です。

　自主財源の主なものは、町税の 17

億 5,829 万円と、繰入金の 109 億 3,363

万 4 千円（うち復興基金繰入金 103 億

6,119 万 6 千円）です。

　国や県などから配分される予算をも

とにする依存財源は、国庫支出金が 6

億 941 万 9 千円、県支出金が 16 億 1,445

万 7 千円のほか、地方交付税の 18 億

379 万 3 千円（うち震災復興特別交付

税 12 億 6,589 万 2 千円）などです。

　歳入予算に占める割合は、自主財源

が 74.0％、依存財源が 26.0％です。

復
興
事
業
の
加
速
と

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

平
成
27
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
８
５
億
７
千
万
円
で
、
前
年
度

よ
り
16
億
２
千
万
円
（
９
・
６
％
）
の
増
と
、
過
去
最
大
の
予
算
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

歳入構成比

歳入

平成 27 年度  特別会計予算
項目 予算額 前年度当初予算比

国民健康保険 12 億 6,174 万円 2 億 1,892 万 4 千円
介護保険 7 億 768 万 4 千円 △ 6,730 万 1 千円
後期高齢者医療 1 億 4,876 万 2 千円 △ 538 万 1 千円
公共下水道 2 億 7,325 万 3 千円 △ 3,963 万 6 千円
農業集落排水事業 8,464 万 2 千円 493 万 3 千円
新地南工業団地整備事業 3,390 万 5 千円 305 万 1 千円

歳入

185 億 7 千万円

町税
17 億 5,829 万円（9.5％）

繰入金
109 億 3,363 万 4 千円

（58.9％）

国庫支出金
6 億 941 万 9 千円

（3.3％）

県支出金
16 億 1,445 万 7 千円

（8.7％）

町債 6 億 480 万円（3.3％）
地方譲与税 6,900 万円（0.4％）
地方消費税 1 億 1,042 万 2 千円（0.6％）
その他交付金 1,150 万 3 千円（0.1％）

地方交付税
18 億 379 万 3 千円（9.7％）

分担金及び負担金 5,818 万 5 千円（0.3％）
使用料及び手数料 5,774 万 8 千円（0.3％）
財産収入 2 億 9,357 万 6 千円（1.6％）
寄附金 60 万 1 千円（0.003％）
繰越金 8,000 万円（0.4％）
諸収入 5 億 6,457 万 1 千円（3.0％）

･･･ 自主財源
･･･ 依存財源

平成 27 年度予算
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一般会計予算は

  １８５億７千万円

　主な事業として、防災集団移転地

内の安全対策や集会所等の整備、避

難道路及び集落間の接続道路の整

備、釣師防災緑地整備事業、新地駅

前周辺市街地整備事業においては災

害公営住宅の整備などの復興事業が

123 億 8,979 万 3 千円、ＪＲ常磐線

東側の未復旧となっている農地及び

農業用施設の復旧工事など、復旧事

業が 14 億 3,352 万 5 千円で、予算

全体の 7 割以上を占めています。

　新規事業として、町ホームページ

の更新業務、津波拠点事業用地内に

防災センター及び新地消防分署の建

設、福田地区においては定住促進住

宅整備事業などに取り組みます。

　消費者行政活性化基金及び県消費

者行政推進交付金事業を活用し、弁

護士や司法書士による「無料法律相

談所」及び消費者生活情報の提供に

取り組みます。また、原発事故によ

る風評被害対策として、農林水産物

の放射線検査による、食品の安全安

心の確保を継続的に行います。

歳出（主な事業）

歳出構成比（目的別）

普通建設事業
129 億 8,707 万 2 千円

（69.9％）

災害復旧事業
14 億 3,352 万 5 千円

（7.7％）

補助費等 7 億 4,728 万 7 千円（4.0％）

人件費
10 億 6,746 万 2 千円

（5.7％）

物件費 8 億 2,762 万 2 千円（4.5％）

公債費 4 億 6,815 万 8 千円（2.5％）

繰出金 4 億 9,564 万 5 千円、扶助費 3 億 6,687 万 5 千円、貸付金 6,536 万円、維持補修費 3,176 万 2 千円、
積立金 3,580 万 2 千円、投資及び出資金 2,643 万円、予備費 1,700 万円

歳出構成比（性質別）

歳出

185 億 7 千万円

土木費
122 億 2,138 万 3 千円

（65.8％）

衛生費
12 億 8,424 万 5 千円

（6.9％）

民生費
10 億 2,730 万 2 千円

（5.5％）

総務費
7 億 5,485 万 6 千円

（4.1％）

公債費
4 億 6,815 万 8 千円

（2.5％）

教育費
4 億 6,377 万 8 千円

（2.5％）

災害復旧費 3 億 3,625 万 5 千円（1.8％）
消防費 4 億 972 万 3 千円（2.2％）
議会費 9,866 万 2 千円（0.5％）、商工費 6,302 万 6 千円（0.3％）
予備費 1,700 万円（0.1％）労働費 507 万 8 千円、諸支出金 1 千円

農林水産業費
14 億 2,053 万 3 千円

（7.7％）

過去最大の予算規模
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主
査
＝
林
真
一
（
建
設
課
下
水

道
係
副
主
査
）
▽
教
育
総
務
課

生
涯
学
習
係
副
主
査
＝
阿
部
友

幸
（
町
民
課
町
民
係
副
主
査
）

【
主
事
】

▽
建
設
課
下
水
道
係
主
事
＝
野

地
佑
介（
税
務
課
税
務
係
主
事
）

【
県
教
育
委
員
会
派
遣
】

▽
教
育
総
務
課
指
導
主
事
兼
総

務
学
校
係
長
＝
加
藤
直
彦
（
福

島
県
教
育
委
員
会
）
▽
教
育
総

務
課
指
導
主
事
兼
社
会
教
育
主

事
補
＝
伊
藤
寛
（
福
島
県
教
育

委
員
会
）

【
新
採
用
】

▽
教
育
総
務
課
総
務
学
校
係
主

事
＝
佐
藤
祐
太
▽
税
務
課
税
務

係
主
事
＝
岡
田
義
仁
▽
総
務
課

総
務
係
主
事
＝
佐
藤
大
樹
▽
健

康
福
祉
課
福
祉
係
主
事
＝
林
重

貴
▽
農
林
水
産
課
農
林
整
備
係

技
師
＝
蛯
原
一
行
▽
町
民
課
新

地
保
育
所
保
育
士
＝
小
野
田
皓

美
▽
町
民
課
新
地
保
育
所
保
育

士
＝
髙
橋
こ
ず
え
▽
町
民
課
福

田
保
育
所
保
育
士
＝
小
野
栄
理

子
▽
町
民
課
駒
ヶ
嶺
保
育
所
保

育
士
＝
原
田
こ
と
み	

【
派
遣
】

▽
相
馬
方
部
衛
生
組
合
事
務
局

（
総
務
課
長
）
＝
佐
藤
武
志
（
町

民
課
長
）
▽
相
馬
方
部
衛
生
組

合
事
務
局
（
総
務
課
施
設
管
理

係
主
査
）
＝
本
田
喜
孝
（
総
務

課
財
政
係
主
査
）
▽
相
馬
方
部

衛
生
組
合
事
務
局
（
公
立
相
馬

総
合
病
院
総
務
課
会
計
係
長
）

＝
唯
野
淳
（
継
続
）

【
嘱
託
・
再
任
用
職
員
】	

▽
教
育
総
務
課
公
民
館（
館
長
）

＝
菅
野
勝
則
▽
総
務
課
（
財
政

係
）
＝
荒
知
之
▽
復
興
推
進
課

（
計
画
係
）
＝
加
藤
泉
▽
児
童

館
（
館
長
）
＝
荒
よ
し
子
▽
農

林
水
産
課
（
農
林
整
備
係
）
＝

吉
田
栄
喜
▽
図
書
館
（
館
長
）

伏
見
春
雄

【
地
方
自
治
法
に
基
づ
く
派
遣

協
定
に
よ
る
受
入
】

▽
復
興
推
進
課
事
業
係
＝
竹
内

孝
俊
（
高
知
県
）
▽
復
興
推
進

課
計
画
係
＝
吉
本
幸
弘
（
高
知

県
任
期
付
職
員
）
▽
復
興
推
進

課
事
業
係
＝
大
木
正
規
（
和
歌

山
県
み
な
べ
町
）
▽
復
興
推
進

課
計
画
係
＝
山
中
秀
和
（
福
島

県
任
期
付
職
員
）
▽
復
興
推
進

課
事
業
係
＝
福
田
久
雄
（
神
奈

川
県
任
期
付
職
員
）
▽
都
市
計

　

４
月
１
日
付
け
で
町
職
員
の

異
動
を
行
い
ま
し
た
。
平
成
26

年
度
末
の
退
職
者
は
９
名
で
、

平
成
27
年
度
の
新
規
採
用
者
は

９
名
で
す
。
こ
の
ほ
か
に
、
長

崎
県
諫
早
市
、
島
原
市
、
高
知

県
、
和
歌
山
県
み
な
べ
町
、
三

重
県
四
日
市
市
、
神
奈
川
県
、

神
奈
川
県
相
模
原
市
、千
葉
県
、

埼
玉
県
坂
戸
市
、
北
海
道
開
発

局
、
福
島
県
な
ど
か
ら
、
地
方

自
治
法
に
基
づ
く
派
遣
協
定
に

よ
り
17
名
の
方
の
受
け
入
れ
て

い
ま
す
。

　

異
動
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。（　

）
は
前
任
職
場
で
す
。

【
課
長
】

▽
議
会
事
務
局
長
＝
平
間
正
光

（
企
画
振
興
課
長
兼
環
境
未
来

都
市
推
進
室
長
）
▽
町
民
課
長	

＝
岡
崎
利
光（
議
会
事
務
局
長
）

▽
企
画
振
興
課
長
兼
環
境
未
来

都
市
推
進
室
長
＝
泉
田
晴
平

（
教
育
総
務
課
長
）
▽
相
馬
方

部
衛
生
組
合
事
務
局
総
務
課
長	

＝
佐
藤
武
志
（
町
民
課
長
）
▽

教
育
総
務
課
長
＝
佐
藤
茂
文

（
総
務
課
課
長
補
佐
）

【
課
長
補
佐
】

▽
教
育
総
務
課
副
主
幹
兼
課
長

補
佐
＝
目
黒
佳
子
（
教
育
総
務

課
副
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
生
涯

学
習
係
長
）
▽
総
務
課
課
長
補

佐
＝
大
堀
勝
文
（
健
康
福
祉
課

課
長
補
佐
）
▽
町
民
課
副
主
幹

兼
課
長
補
佐
兼
新
地
保
育
所
長

＝
伏
見
よ
し
子	

（
町
民
課
副
主

幹
兼
課
長
補
佐
兼
福
田
保
育
所

長
）
▽
町
民
課
副
主
幹
兼
課
長

補
佐
兼
駒
ヶ
嶺
保
育
所
長
＝
阿

部
洋
子
（
町
民
課
副
主
幹
兼

駒
ヶ
嶺
保
育
所
主
任
保
育
長
）

▽
町
民
課
副
主
幹
兼
課
長
補
佐

兼
福
田
保
育
所
長
＝
作
間
美
千

代
（
町
民
課
副
主
幹
兼
福
田
保

育
所
主
任
保
育
長
）

【
課
長
補
佐
相
当
職
】

▽
町
民
課
副
主
幹
兼
駒
ヶ
嶺
保

育
所
主
任
保
育
長
＝
荒
か
と
り

（
町
民
課
副
主
幹
兼
新
地
保
育

所
主
任
保
育
士
）

【
係
長
】

▽
教
育
総
務
課
主
任
主
査
兼
生

涯
学
習
係
長
＝
常
陸
浩
一
（
教

育
総
務
課
主
任
主
査
兼
総
務
学

校
係
長
）
▽
税
務
課
主
任
主
査

兼
固
定
資
産
係
長
＝
寺
島
正
幸

（
相
馬
方
部
衛
生
組
合
事
務
局

（
総
務
課
施
設
管
理
係
長
））

【
主
査
】

▽
復
興
推
進
課
計
画
係
主
査
＝

伊
藤
貴
志
（
健
康
福
祉
課
保
険

係
主
査
）
▽
相
馬
方
部
衛
生
組

合
事
務
局
（
総
務
課
施
設
管
理

係
主
査
）
＝
本
田
喜
孝
（
総
務

課
財
政
係
主
査
）
▽
農
林
水
産

課
農
林
水
産
係
主
査
＝
鈴
木
健

志（
復
興
推
進
課
計
画
係
主
査
）

▽
町
民
課
生
活
環
境
係
主
査
＝

菊
地
政
広
（
農
林
水
産
課
農
林

整
備
係
主
査
）
▽
企
画
振
興
課

企
画
調
整
係
主
査
＝
加
藤
伸
也

（
町
民
課
生
活
環
境
係
主
査
）

【
副
主
査
】

▽
総
務
課
財
政
係
副
主
査
＝
西

牧
直
（
企
画
振
興
課
企
画
調
整

係
副
主
査
）
▽
健
康
福
祉
課
保

険
係
副
主
査
＝
目
黒
洋
平
（
教

育
総
務
課
生
涯
学
習
係
副
主

査
）
▽
農
林
水
産
課
農
林
水
産

係
副
主
査
（
併
）
農
業
委
員
会

事
務
局
農
地
係
副
主
査
＝
林
勝

彦
（
農
林
水
産
課
農
林
水
産
係

副
主
査
）
▽
町
民
課
町
民
係
副

新地町職員

人事異動
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画
課
都
市
計
画
係
＝
木
村
政
晃

（
三
重
県
四
日
市
市
）
▽
都
市

計
画
課
都
市
計
画
係
＝
横
川
松

二
朗
（
福
島
県
任
期
付
職
員
）

▽
都
市
計
画
課
住
宅
係
＝
菅
野

武
人
（
千
葉
県
）
▽
都
市
計
画

課
住
宅
係
＝
伊
藤
一
一(
福
島

県
任
期
付
職
員
）
▽
建
設
課
建

設
係
＝
圍
義
弘
（
長
崎
県
諫
早

市
）
▽
建
設
課
建
設
係
＝
小
林

和
徳
（
長
崎
県
島
原
市
）
▽

建
設
課
下
水
道
係
＝
坂
本
康

裕
（
長
崎
県
諫
早
市
）
▽
農
林

水
産
課
農
林
整
備
係
＝
藤
田
勝

也
（
長
崎
県
諫
早
市
）
▽
農
林

水
産
課
農
林
整
備
係
＝
堤
宏
二

（
長
崎
県
諫
早
市
）

北
海
道
開
発
局
職
員

北
陸
農
政
局
職
員

▽
農
林
水
産
課
農
林
水
産
係
＝

大
濱
賢
雄
（
埼
玉
県
坂
戸
市
職

員
）
▽
企
画
振
興
課
企
業
立
地

推
進
室
＝
竹
内
雄
介
（
福
島
県

任
期
付
職
員
）
▽
町
民
課
生
活

環
境
係	

＝
寺
島
登
（
福
島
県

任
期
付
職
員
）

【
退
職
（
平
成
27
年
３
月
31
日
付
）】

▽
総
務
課
付
課
長
（
相
馬
方
部

衛
生
組
合
事
務
局
総
務
課
長
）

＝
齋
藤
充
明
▽
農
業
委
員
会
副

主
幹
兼
事
務
局
次
長
＝
森
正
明

▽
町
民
課
副
主
幹
兼
課
長
補
佐

兼
新
地
保
育
所
長
＝
早
見
礼
子

▽
町
民
課
副
主
幹
兼
課
長
補
佐

兼
駒
ヶ
嶺
保
育
所
長
＝
阿
部
栄

美
子
▽
町
民
課
副
主
幹
兼
新
地

保
育
所
主
任
保
育
長
＝
伊
藤
芳

子
▽
農
林
水
産
課
副
主
幹
＝
齋

藤
修
▽
税
務
課
副
主
幹
兼
課
長

補
佐
兼
固
定
資
産
係
長
＝
門
馬

美
恵
子
▽
町
民
課
副
主
幹
兼

駒
ヶ
嶺
保
育
所
主
任
保
育
長
＝

齋
藤
博
子
▽
教
育
総
務
課
指
導

主
事
兼
課
長
補
佐
＝
松
本
一
宏

花いっぱい運動
参加団体募集

　新地町観光協会では、潤いのある観光まちづく
りのため、花いっぱい運動を行っています。参加
希望団体には、種を配布しますので、下記により
お申し込みください。（苗・土は配布しません）

申込方法　
　役場２階町観光協会（企画振興課内）にある申
込用紙に必要事項を記入して、お申し込みくださ
い。

申込期間　４月６日㈪～ 16 日㈭　

その他　
　申込多数の場合、希望数量に満たない場合があ
ります。受け渡しは４月下旬の予定です。

◎申し込み・問い合わせ
新地町観光協会（企画振興課内）（☎�２１１２）

健康ウォーク
『自然の中を歩こう会』参加者募集

　町内の旧跡、自然を楽しみながら歩く「自

然の中を歩こう会」を次のとおり開催します。

家族や友人を誘ってお気軽にご参加ください。

日時　４月 25 日㈯　９時集合
集合場所　新地町役場駐車場

コース　新地町役場⇒新地城址（チューリッ

プまつり会場）⇒新地町役場（約５㎞）

その他

・昼食は豚汁を用意しています。

・当日悪天候で中止の場合は、防災無線でお

知らせします。

◎申し込み・問い合わせ

健康福祉課　（☎�２９３１）
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まちの話題

「ざぶん賞」特別賞受賞

山田さんが受賞報告
　海や水をテーマに小・中学生から作文を募る「ざ
ぶん賞」で全国表彰の特別賞・うみまる福島賞に
輝いた山田李虹さん（駒小）が２月 24 日、高橋
校長と新地町役場を訪れ加藤町長に受賞報告をし

ました。
　 受 賞 を 報 告
し た 後、 山 田
さんは、「とて
も う れ し い で
す。 来 年 も ま
た 書 き た い で
す。」と受賞の
喜 び を 話 し ま
した。

新地町歴史講座

浜通りの塩事情について講演
　「みちのく近代塩業史～福島県浜通りの塩事情
～」をテーマに新地町歴史講座が２月 28 日、町
農村環境改善センターで行われました。
　講師に佐々木秀之氏を招き、東北にしか見受け

ら れ な い 縄 文
時 代 の 製 塩 土
器 に よ る 製 塩
方 法 か ら 近 代
的 な 製 塩 方 法
に つ い て 講 座
が 行 わ れ ま し
た。

慰霊碑除幕式

　東日本大震災の津波で犠牲になった埓浜地区の
住民の慰霊碑の除幕式が３月８日、東林寺の墓地
で行われました。
　慰霊碑は埓浜部落会が住民、町消防団などの協

賛 を 得 て 建 て
られました。
　 除 幕 式 に は
約 70 人が参列
し、加藤町長、
櫻 井 行 政 区 長
ら が 追 悼 の 言
葉 を 述 べ ま し
た。

津波の教訓を伝える
東日本大震災行方不明者一斉捜索

沿岸部を特別捜索
　新地町消防団と福島県警察本部が連携し、震災
による行方不明者の一斉捜索活動が３月８日、町
内の沿岸部で実施されました。
　団員と署員ら約３３０人で捜索エリアを分担

し、 手 が か り
発 見 に つ と め
ました。

男の料理教室

　新地町男女共同参画プラン推進会議と新地町教
育委員会主催「男の料理教室」が２月 28 日、推
進会議委員が講師となり、わくわくランドで行わ
れました。

　25 名 の 参 加
者 で、 エ プ ロ
ン 姿 の 男 性 が
カ レ ー や 鶏 肉
の か ら し 炒 め
に 挑 戦 し、 家
事 協 力 の 大 切
さ を 再 確 認 し
ました。

家事の大切さを再確認
東日本大震災新地町追悼式

４年目　変わらぬ想い
　町主催の東日本大震災新地町追悼式が３月 11
日、町農村環境改善センターで執り行われました。
　式では、震災で犠牲となった方々のご遺族をは
じめ、町民のみなさん、町関係者ら約３００人が

参列しました。
地 震 発 生 時 刻
の 14 時 46 分
に は 参 列 者 全
員 で 黙 祷 を 捧
げました。
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SHINCHI TOWN NEWS

広畑仮設住宅でいちご狩り

福田小の６年生を招待
　広畑仮設住宅に隣接する畑で３月 19 日、いち
ご狩りが行われました。
　「らちはまだいこんの会」のみなさんが、卒業

を 前 に し た 福
田 小 学 校 の 6
年生を招待し、
児 童 ら は た く
さ ん の い ち ご
を 頬 張 り、 い
ち ご 狩 り を 楽
しみました。

新地保育所おわかれ会

　満了を迎える子ども達のために「おわかれ会」
が催されました。
　新地保育所では調理員さんが手作りしたスパ
ゲッティやケーキ、フルーツの盛り合わせなどが

振 る 舞 わ れ ま
した。中でも、
チ ョ コ フ ォ ン
デ ュ に は 行 列
が で き、 子 ど
も 達 も 大 喜 び
でした。

大好きな料理に大喜び

キャンドルナイト

想いを込めた暖かいひかり
　東日本大震災から 4 年を迎えた３月 11 日、児
童館では、ライフシェアに支援を頂き、哀悼や感
謝の気持ちを込めたキャンドルに火を灯しまし

た。
　 キ ャ ン ド ル
に は 押 し 花 の
ほ か に メ ッ
セ ー ジ な ど が
書かれており、
こ ど も た ち が
手 作 り し ま し
た。

どんぐりプロジェクト

　防災緑地に植樹する苗木をどんぐりから育てる
どんぐりプロジェクト「どんぐり育て隊」が３月
15 日、復興推進課前の駐車場で行われました。
　約１００名の方が参加し、昨年秋から収集して

いたどんぐり
をポットに植
えました。
　植え付けを
したどんぐり
は参加者が育
て、来年の６
月に防災緑地
に植樹をする
予定です。

防災緑地に植えるどんぐり育成

スポ小柔道

団体戦、個人戦で大健闘
　石田昭二杯争奪あさか野少年柔道交流大会が郡
山市で開催され、大会の結果報告に来庁しました。
　結果は、団体戦優勝し個人戦でも山木広太郎く
んが３位（１年生の部）、黒　栞さんが３位（３

年生の部）寺島
雷己くんが３位
( ５年生の部重
量の部 ) という
成績を収めまし
た。

福島民友愛の事業団

　毎月、町図書館で読み書かせ会を実施している
団体「スイミー」が公益財団法人福島民友愛の事
業団から助成金と奨励賞が贈られました。

　 代 表 の 鈴 木
美 代 子 さ ん は

「高齢者なども
対 象 に 活 動 の
幅 を 広 げ て い
き た い 」 と 今
後 の 意 気 込 み
を話しました。

ボランティア団体スイミーが受賞



図書館へ行こう
　　＝新着本のご案内＝

Let's go to Library

　東日本大震災の被災現場で記
録した 152 人の言葉をまとめる。
NHK 総合テレビの 2 つの番組を
再 構 成 し て 書 籍 化。26 年 12 月
14 日放送、新地町を取材した「津
波は知っているつもりだった」掲
載。Ⅰ、Ⅱ巻も図書館にあります。

　赤ちゃんが生まれたので、あ
こちゃんのお母さんは大忙し。
お姉さんになったあこちゃんの
お迎えには、おばあちゃんが来
てくれる。あこちゃんは、おば
あちゃんがいつからおばあちゃ
んになったのか気になって…。

　 伝 統 文 化 行 事「 相 馬 野 馬
追」で有名な福島県相馬地方を
襲った東日本大震災。地震、津
波、原発事故…。馬も人も被
災した中で、「相馬野馬追」復
活にかけた少年と家族の姿を
追った感動ノンフィクション。

　住民が相互に監視し、密
告する。危険人物とされた
人間は、ギロチンにかけら
れる。身に覚えがなくとも。
こんな暴挙が許されるのか ? 
全身黒ずくめで、謎の武器
を操る「正義の味方」が、「平
和警察」の前に立ちはだかる !
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◎児童書

『おばあちゃんがおばあちゃんになった日』
　　　　　　　　　　　　　　　　長野　ヒデ子

『野馬追の少年、震災をこえて』　　井上　こみち

『原発事故に立ち向かった吉田昌郎と福島フィフティ』
　　　　　　　　　　　　　　　　 　門田　隆将

『ともだち』　　　　　　　　　　　　太田　大八
『花の咲く童話集１　花さき山』

●ＣＤ
『ＥＰＩＣ　ＤＡＹ』　　　　　　　　　　Ｂ ' ｚ
『花時計』　　　　　　　　　　　　Ｆｌｏｗｅｒ
『ＲＥＬＡＸＩＮ '』　          　　            中島　美嘉
『ソナポケイズム５　～笑顔の理由。～』

                                　　　　　　　  ソナーポケット
『ＴＡＰＥＳＴＲＹ　ＯＦ　ＳＯＮＧＳ－ザ　ベス

トオブ　アンジェラ・アキ』        アンジェラ・アキ
『ＡＬＬ　ＳＩＮＧＬＥＳ　ＢＥＳＴ』清水　翔太

●ＤＶＤ
『永遠の０』　　　　　　　　　　百田尚樹／原作
『かいけつゾロリ　まもるぜ！きょうりゅうのたまご』

◎一般書

『火星に住むつもりかい？』　　　　伊坂　幸太郎

『証言記録　東日本大震災Ⅲ』　ＮＨＫ東日本大震災プロジェクト

『ブラックオアホワイト』       　　 　　浅田　次郎
『リバース』　　　　　　　　　　　　　相場　英

雄『有頂天家族　二代目の帰朝』　　森見　登美彦
『睦月童』　　　　　　　　　　　　　西條　奈加
『洋七・おかんのかばい介護日記』　　島田　洋七
『認知症の「家族」と暮らす技術』　　　 奥村　歩
『今日も嫌がらせ弁当』　　　　　　　　ｔｔｋｋ
『子どもの身長がぐんぐん伸びるおいしいレシピ 150』
『かみつく子にはわけがある』
『胆石・胆のう炎・膵炎の安心ごはん』
『犬の介護に役立つ本』

図書館カレンダー（４月）
日 月 火 水 木 金 土
５ ６ ７ ８ ９ 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31 31

■は休館日 携帯電話用ＱＲコード

４月の読み聞かせ会
日時　４/18 ㊏ 11 時～

　図書館ボランティア「スイミー」のみなさ
んによる絵本の読み聞かせなどを行います。

  新地町図書館では４月 15 日を「よいこの日」
とし、この日から５月 31 日まで、読書ラリー
を実施します。期間中 10 冊読んだ方には完走
証・記念品を差し上げます。

講談社の「おはなし隊」がやってきま～す。
おはなし会のよてい
日　時  ４月 25 日㈯ 14 時 30 分～３時 30 分
場　所  新地町図書館前駐車場・視聴覚室
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保育所から
こんにちは
新地保育所

４月

子
ど
も
の
つ
ぶ
や
き

保
育
士
「
Ａ
ち
ゃ
ん
、

　
　
　
　

髪
切
っ
た
ん
だ
ね
。

　
　
　
　
　
　

か
わ
い
い
ね
。」

Ａ
ち
ゃ
ん
「
う
ん
！

　
　
　
　
　

た
こ
や
さ
ん
で

　
　
　
　
　

切
っ
て
き
た
の
！
」

た
の
し
い
保
育
所
！

　

あ
た
た
か
い
春
の
風
に
誘
わ

れ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
そ

う
な
声
が
保
育
所
中
に
響
い
て

い
ま
す
。

　

今
年
も
元
気
い
っ
ぱ
い
の
子

ど
も
た
ち
と
新
年
度
の
生
活
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
進
級
し

た
子
ど
も
た
ち
は
、
大
き
い
組

に
な
っ
た
喜
び
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。

新
し
い
お
友
だ
ち
！

　

初
め
て
保
育
所
に
来
る
お
友

だ
ち
は
、
新
し
い
環
境
に
戸
惑

い
、
不
安
に
な
っ
た
り
泣
い
て

し
ま
っ
た
り
す
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

新
地
保
育
所

　

３
日　

入
所
式

　

22
日　

交
通
安
全
教
室

駒
ケ
嶺
保
育
所

　

３
日　

入
所
式

　

20
日　

育
児
サ
ロ
ン

　

23
日　

交
通
安
全
教
室

福
田
保
育
所

　

３
日　

入
所
式

　

20
日　

育
児
サ
ロ
ン

　

24
日　

交
通
安
全
教
室

　

で
も
大
丈
夫
！

　

た
く
さ
ん
の
お
友
だ
ち
や
先

生
と
触
れ
合
っ
た
り
、
い
ろ
い

ろ
な
行
事
に
参
加
し
た
り
す
る

中
で
、
保
育
所
が
ど
ん
ど
ん
楽

し
い
と
こ
ろ
に
な
っ
て
い
き
ま

す
よ
！

も
り
だ
く
さ
ん
の
行
事

　

保
育
所
で
は
、
季
節
や
年
齢

に
合
わ
せ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
行

事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
夏
祭
り

や
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
の
子
ど

も
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て
い
る

母と子の健康
健康診査 対象者 日時（受付時間）

母子手帳
交付

妊娠とわかったら、母子手
帳の交付を受けましょう

４月 17 日㈮
５月１日㈮

9：00 ～ 10：00

３歳児健診
23 年 10 月生まれ～

12 月生まれ
4 月 13 日㈪

13：00 ～ 13：15

◎問い合わせ　保健センター（☎�２０９６）

行
事
。運
動
会
や
発
表
会
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
が
ひ
と
回
り
も
ふ

た
回
り
も
成
長
で
き
る
行
事
。

ま
た
、
七
夕
や
節
分
な
ど
、
昔

か
ら
語
り
継
が
れ
て
い
る
伝
統

行
事
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

何
で
あ
そ
ぼ
う
か
な
？

　

天
気
の
良
い
日
は
、
お
庭
に

出
て
、
の
び
の
び
と
身
体
を
動

か
す
の
が
み
ん
な
大
好
き
！

　

ま
た
、
お
部
屋
で
は
、
子
ど

も
た
ち
の
大
好
き
な
ブ
ロ
ッ
ク

や
絵
本
、ま
ま
ご
と
道
具
な
ど
、

年
齢
に
合
わ
せ
た
お
も
ち
ゃ
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

時
に
は
集
中
し
て
折
り
紙
や

ハ
サ
ミ
、
の
り
な
ど
を
使
っ
て

製
作
活
動
を
行
っ
た
り
も
し
ま

す
よ
。

　

楽
し
い
こ
と
が
も
り
だ
く
さ

ん
の
保
育
所
。
お
友
だ
ち
が
た

く
さ
ん
で
き
る
と
い
い
で
す

ね
。
毎
日
元
気
に
来
て
く
れ
る

の
を
待
っ
て
い
ま
～
す
！
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献血にご協力をお願いします。

日時　４月 14 日㈫ 13 時～ 16 時

場所　新地町役場駐車場
献血の基準

献血の種類 年齢 体重 最高血圧 年間献血回数 年間総献血量

200 ｍｌ全血 16 ～ 69 歳
男性 45kg

女性 40kg 以上
90 ｍｍＨｇ以上

男性６回以内

女性４回以内 男性 1200 ｍｌ以内

女性   800 ｍｌ以内400 ｍｌ全血
男性 17 ～ 69 歳

女性 18 ～ 69 歳

男女とも

　　50kg 以上
90 ｍｍＨｇ以上

男性 3 回以内

女性 2 回以内
※ 65 歳以上の方の献血については、60 ～ 64 歳の間に献血経験がある方に限ります。

◎問い合わせ　保健センター（☎�２０９６）

　

下
水
道
供
用
開
始

　

区
域
拡
大
の
お
知
ら
せ

　

平
成
26
年
度
の
下
水
道
工
事

完
了
に
伴
い
、
新
た
に
次
の
区

域
に
つ
い
て
下
水
道
が
利
用
可

能
（
供
用
開
始
）
と
な
り
ま
し

た
。
受
益
者
の
皆
さ
ん
に
は
、

３
年
以
内
に
接
続
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
供
用
開
始
区
域

・
谷
地
小
屋
字
樋
ノ
口
の
一
部

区
域

◇
接
続
工
事
の
申
込
み
に
つ
い

て・
下
水
道
へ
の
接
続
工
事
は
、

町
が
指
定
し
た
『
指
定
工

事
店
』
で
な
け
れ
ば
施
工
で
き

ま
せ
ん
。

・
工
事
費
の
無
利
子
の
融
資

あ
っ
せ
ん
も
し
て
い
ま
す
。

（
60
万
円
以
内
：
最
大
５
年
間
）

◎
問
い
合
わ
せ

建
設
課
（
☎
�
２
１
１
４
）

大戸浜コミュニティセンターが再建しました！

　東日本大震災により被害にあった「大戸浜公
会堂」が 3 月 25 日にリニューアルし「大戸浜地
区防災コミュニティセンター」として新設され
ました。
　大戸浜地区は、地区内住民相互の親睦福祉の
増進と健全なる地区内の発展に寄与することを
目的として、宝くじ助成事業を活用し、地区内
活動に必要とする備品を整備しました。

～地区の活性化に期待～
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暮らしの情報

i nformation

　

臨
時
発
掘
作
業
員

　

募
集

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
緊
急

雇
用
創
出
基
金
事
業
と
し
て
発

掘
作
業
員
を
若
干
名
募
集
し
ま

す
。

募
集
人
数　

若
干
名

応
募
資
格　

満
18
歳
か
ら
満
65

歳
ま
で
の
町
内
在
住
で
健
康
な

方
（
昭
和
25
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
９
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
）

賃
金　

６
，
３
０
０
円
／
日

作
業
内
容

町
内
文
化
財
の
調
査
、
文
化
財

施
設
の
清
掃
・
整
理

作
業
時
間

８
時
30
分
～
16
時
45
分

原
則
１
ヵ
月
15
日
勤
務

作
業
場
所　

町
内

応
募
方
法　

町
教
育
委
員
会
へ

履
歴
書
（
顔
写
真
添
付
）
を
送

付
、
も
し
く
は
新
地
町
役
場
３

階
教
育
委
員
会
ま
で
直
接
お
持

ち
込
み
下
さ
い
。

募
集
期
限　

４
月
15
日
㈬

選
考
方
法　

履
歴
書
に
よ
る
選

考
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他　

土
・
日
・
祝
日
は
休

み
。
業
務
上
の
事
故
に
つ
い
て

は
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法

に
よ
り
対
応
し
ま
す
。
ま
た
雇

用
保
険
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

町
教
育
委
員
会
（
☎
�
４
４
７
７
）

　

軽
自
動
車
税
は
４
月
30
日

　

普
通
自
動
車
税
は
６
月
１
日
が

　

納
期
限
で
す

　

各
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月

１
日
現
在
で
自
動
車
を
所
有
し

て
い
る
方
（
割
賦
販
売
の
場
合

は
使
用
し
て
い
る
方
）
に
課
税

さ
れ
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
軽
自
動
車
税
は

４
月
15
日
㈬
に
、
普
通
自
動
車

税
は
５
月
８
日
㈮
に
そ
れ
ぞ
れ

納
税
通
知
書
を
発
送
す
る
予
定

で
す
の
で
、
軽
自
動
車
税
は
４

月
30
日
㈭
普
通
自
動
車
税
は
６

月
１
日
㈪
の
各
納
期
限
ま
で
に

忘
れ
ず
に
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
避
難
等
に
伴
い
住
民

票
を
移
さ
な
い
ま
ま
転
居
さ
れ

た
方
で
、
転
居
先
へ
郵
便
物
の

転
送
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
郵

便
局
へ
「
転
居
届
」
の
提
出
が

必
要
で
す
。
転
居
届
の
有
効
期

限
は
１
年
間
で
す
の
で
、
詳
し

く
は
最
寄
り
の
郵
便
局
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

軽
自
動
車
税

税
務
課
（
☎
�
２
１
１
９
）

普
通
自
動
車
税

相
双
地
方
振
興
局
県
税
部
課
税
課

　
　
　
　
　
（
☎
㉖
１
１
２
７
）

一緒にキンボールを

やってみよう！
　キンボールスポーツは直径約１．２ｍ、重さ約１ｋｇ

の大きなボールを床に落とさないようにする競技です。

　現在、キンボールスポーツ愛好会設立を目指してい

ます。

　年齢関係なくできるスポーツですので興味のある方

は下記の連絡先までご連絡ください。

※小さなお子さんから大人の方まで年齢制限はありま

せん。

◎問い合わせ

菅野　（☎ 090 － 7520 － 1700）

　

復
興
駅
弁

　
　
　
　

Ｉ
Ｎ
相
馬

　

相
双
地
区
の
各
地
の
自
治

体
・
観
光
情
報
や
駅
弁
発
売

１
３
０
周
年
記
念
に
ま
つ
わ
る

展
示
の
ほ
か
に
、
震
災
時
の
支

援
物
資
と
し
て
始
ま
っ
た
駅
弁

の
ふ
る
ま
い
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

あ
な
た
の
電
車
・
駅
・
駅
弁

に
ま
つ
わ
る
思
い
出
と
お
弁
当

を
ひ
と
つ
、交
換
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

４
月
９
日
㈭

　
　
　

14
時
30
分
〜
16
時
30
分

※
駅
弁
の
引
換
は
15
時
か
ら

（
先
着
３
０
０
名
様
限
定
）

会
場　

千
客
万
来
館
（
相
馬
市

中
村
字
北
町
55
―
１
）

主
催

一
般
社
団
法
人 

日
本
構
内
営

業
中
央
会
東
北
支
部

後
援

ふ
く
し
ま
復
興
応
援
隊
（
新
地

の
復
興
支
援
員
も
一
員
で
す
）

◎
問
い
合
わ
せ

株
式
会
社
福
豆
屋

（
☎
０
２
４
―
９
５
６
―

０
０
５
０
）
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新
地
町
児
童
館

　

た
ん
ぽ
ぽ
ひ
ろ
ば

　

新
地
町
児
童
館
「
た
ん
ぽ
ぽ

ひ
ろ
ば
」
で
は
、
就
学
前
の
子

ど
も
と
保
護
者
を
対
象
に
し
た

交
流
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
活
動
予
定
は
次
の

と
お
り
で
す
。
利
用
に
は
事
前

登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
児
童
館
へ
お
申
し

込
み
の
う
え
、
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

児
童
館
（
☎
�
４
４
３
２
）

月　日 内　容 会　場

４月８日 開講式 児童館

22 日 こいのぼりを作ろう 児童館

５月 13 日 保育所活動 福田保育所

20 日 砂遊び 児童館

６月３日 保育所活動 新地保育所

17 日 保育所活動 駒ヶ嶺保育所

７月１日 七夕かざりを作ろう 児童館

15 日 絵本に親しもう 保健センター・
図書館

8 月５日 水遊び 児童館

26 日 すいか割り 児童館

９月２日 小麦粘土で遊ぼう 児童館

16 日 たんぽぽクッキング 保健センター

10 月７日 室内運動会 総合体育館

21 日 消防自動車見学と
　　応急手当のお話 児童館

11 月４日 人形劇 児童館

18 日 親子たいそう 児童館

12 月 2 日 クリスマス製作 児童館

16 日 クリスマス会 児童館

１月 13 日 ゆかいな友だちと
　　　　　　遊ぼう 児童館

27 日 体を動かして
　　　元気！元気！ 児童館

２月３日 鬼のお面づくりと
　　　　　「豆まき」 児童館

17 日 ひな人形をつくろう 児童館

3 月９日 パネルシアター・
　　　　　　閉講式 児童館

子宮がん検診・
骨粗しょう症検診のお知らせ

　町では、子宮がん検診・骨粗しょう症検診を

次のとおり実施します。まだ申込みをされてな

い方で、受診を希望する方は、保健センターに

電話でお申し込みください。なお、公立相馬総

合病院での子宮がん検診もできますので、変更

希望の方はご連絡ください。

子宮がん検診
対象者　20 歳以上の女性

【集団検診】　場所　保健センター　

　　　　　　自己負担金　５００円

　　　　　　70 歳以上無料
対象地区 日程 受付時間

駒ケ嶺 ４月 14 日㈫ ９時～ 10 時
新　地 ４月 14 日㈫ 13 時～ 14 時
福　田 ４月 20 日㈪ 13 時～ 14 時

【施設検診】　自己負担金　１，５００円

　　　　　　70 歳以上無料
施設名 検診期間

菅野医院 ５月７日～９月 30 日
（月～土／木・土の午後は休診）

あらき産婦人科
クリニック

５月７日～６月６日
（月～土／木の午後・土の午前は休診）

公立相馬総合病院 ５月８日～６月 26 日
（金曜日の午後のみ・受付は 13 時～ 15 時）

骨粗しょう症検診
対象者　

40、45、50、55、60、65、70 歳の女性

自己負担金　５００円

　　　　　　70 歳の方は無料

子宮がん集団検診と同じ日程・同じ会場です。

◎申し込み・問い合わせ
保健センター（☎�２０９６）

たんぽぽひろばの内容（平成 27 年度）
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ご冥福をお祈りします
（平成27年２月21日～平成27年３月20日）

　　（名前）　　　（年齢）　　（地区）

畑中　　敏明　　76 歳　　　岡　

菊地　　　忠　　79 歳　　新地町

阿部　　　孝　　81 歳　　城　内

水戸　　　正　　78 歳　　小　川

石田　　利子　　77 歳　　城　内

五十嵐千代子　　94 歳　　小　川

　

掲載を希望しない方は、

　　　　　　届出のときにお申し出ください。

人口　/　7,964 人（－ １）

　男　/　3,960 人（＋ ５）

　女　/　4,004 人（－ ６）

世帯数 /　2,689 世帯（＋ １）

３月１日現在（　）は前月比

人の動き
住民基本台帳

誕生おめでとう
（平成 27 年２月 21 日～平成 27 年３月 20 日）

  （子ども）　　　 （親）　 　     （地　区）

   誠
せ い あ

空　遠藤勇孝・瞳　　　高　田

   柊
と う ま

真　加藤健一・香織 　　下真弓

   瑞
み ず き

季　小野勝幸・和美 　　大戸浜

   
掲載を希望しない方は、届出のときにお申し出ください。

町内の空間線量率調査結果
　町では、町内 24 か所で放射線量の独自調査を行いま
した。３月 10 日の測定結果は次のとおりです。

（μ Sv/h）　　

測定場所 地表面 測定値
１ 福田小学校 土 0.06
２ 福田保育所 土 0.05
３ 木崎公会堂 土 0.14
４ 新地北工業団地 砂利 0.11
５ 鈴宇峠県境 砂利 0.17
６ 沢口ふれあい広場 芝 0.09
７ 狼沢集会所 土 0.16
８ 新地小学校 土 0.06
９ 尚英中学校 土 0.06
10 新地保育所 土 0.04
11 鹿狼山登山口駐車場 砂利 0.12
12 今泉農集排処理場 砂利 0.07
13 総合公園こどもの森 芝 0.09
14 新地浄化センター 芝 0.11
15 岡公会堂 舗装 0.06
16 杉目集会所 舗装 0.08
17 大戸緑地広場 舗装 0.09
18 新地町役場 舗装 0.08
19 菅谷公会堂 土 0.13
20 駒ヶ嶺小学校 土 0.07
21 駒ヶ嶺保育所 土 0.04
22 大沢北国道 113 号県境 砂利 0.10
23 藤崎公会堂 砂利 0.10
24 富倉公会堂 舗装 0.06

※測定は月１回（第２火曜日）、地上１ｍ
　（３保育所は 50㎝の高さ）

　

相
馬
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署

　

新
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分
署
か
ら
の
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災
害
情
報
を
提
供
す
る
「
テ

レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
」
の
運
用
を

開
始
し
ま
し
た
。

　

火
災
、
救
助
及
び
そ
の
他
の

災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
情
報

を
提
供
し
ま
す
。
通
常
は
火
災

予
防
に
つ
い
て
の
音
声
が
流
れ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
救
急
に
つ
い
て
は
傷

病
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の

た
め
、
情
報
提
供
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。
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サ
ー
ビ
ス
利
用
時
は
、
お
掛
け

間
違
い
の
な
い
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
固
定
電
話
以

外
に
も
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
か
ら
の
通
話
も
可
能
で

す
。
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　相馬方部衛生組合シンボルマーク決定！！
　相馬方部衛生組合が創立 50 周年を記念し、シンボルマークを一般公募したところ、県内外

から多数の応募作品が寄せられ、厳正なる審査の結果、弘前市の工藤和久さんの作品が最優

秀作に選ばれました。

　このシンボルマークは、相馬地方の「相」の文字を基調に住民生活と住民福祉が向上し、

幸せに躍動する姿で相馬方部衛生組合を象徴的に表現しています。

　赤は太陽、黄は光、緑は大地と青葉、ピンクは花、水色は清流で豊かな自然を大切にし人々

の命と健康を守ることをイメージしています。

　今後、このシンボルマークを相馬市と新地町の両市町が連携し、

「未来に向かって躍進する相馬方部衛生組合」を実現するにあた

り、当組合の発行するパンフレットやホームページ等に積極的に

活用し、当組合の PR の一助にしていく予定です。

　入選者は次のとおりです、

 △最優秀作＝工藤和久さん（弘前市）△佳作＝井口やすひささ

ん（高崎市）、村畑修さん（新地町）、渡部真喜子さん（喜多方市）

卒 業
い出の詰まった学舎に別れ思

祝

中学校

小学校

　尚英中学校卒業式が 3 月 13 日、
同中学校で行われ、70 名がそれぞ
れの進路へ新たな一步を踏み出しま
した。
　式では、卒業生一人ひとりに荒木
清隆校長から卒業証書が手渡されま
した。

　町内３小学校の卒業式が３月 23
日、それぞれの小学校で行われまし
た。
　駒ヶ嶺小学校では、28 名が学舎
を巣立ち、一人ひとり中学生への抱
負を発表しました。


